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全然見えません。

これはトイレです。トイレの看板がありますが、これは金属板なので、順光であれ

ば光って見えないし、逆光であれば真っ暗で全然見えません。車椅子に乗っていると、

トイレのマークがあるのに気付かずに、ずっと真っ直ぐ行ってしまいます。この病院

では交通事故による脳機能障害の患者さん、あるいは認知症の患者さんが多く、トイ

レを探せないで、最悪の場合は廊下で失禁する、あるいはトイレに行っても自分の部

屋に帰れないことがあるわけです。同じようなドアがずらっと並んでいて、どこが自

分の部屋かわからない。うろうろして、非常口から降りていって気が付いたら病院外

にいるというケースが非常に多いということで、

【スライド-4】

看護師さんが、このようにトイレと書いた貼り紙をあっちこちに貼ったりとか、こ

こにちらっと見えておりますけど、蛍光テープを張って誘導する。これは有効な手段

ではありましたけれども、真っ直ぐ行ってしまう可能性もあるので、万全とはいえま

せん。一番多いのは、このように、その患者さんが好きなぬいぐるみを病室の前に掛

けて誘導する方法です。アメリカでは、昔の自分が就いていた職業に関係ある物のぬ

いぐるみを掛けたりするそうです。例えば軍人であれば、軍とか戦争に関する物を掛

けたりするそうですが、一方でプライバシー上の問題があると思います。

何よりも家族が見舞いに来ると、自分のお父さんがこんなぬいぐるみで誘導されて

いるのを見ると、非常につらい思いをする。何とかならないかという相談がありまし

た。

【スライド-5】

この研究の主旨は、患者さんもそうで

すけれども、あらゆる人にとって視認性

が高く、そして先ほどのトイレの貼り紙

を書いたり、蛍光テープを貼ったり、ぬ

いぐるみをいちいち吊して回る看護師さ

んの負担も軽減できるサインシステムを

提案することです。こういった機能的な

サインデザインが構築されると、患者さ

んの安全と安心、それと患者および家族

の人間としての尊厳も保たれるのではな

いかと考えます。

【スライド-6】

今回のサインデザインの提案は3種類

です。一番大事なトイレへの誘導表示と、

トイレから自分の部屋に帰る誘導表示の

プレート、それから病室番号、この3種

スライド-4

スライド-5

【スライド-1】

芸術あるいはデザインといった、およ

そ一番ここで場違いな人間かなと思って

います。このような高い所に立ってよい

のかと非常に恐縮をしておるのですが、

今回、このような研究および発表のチャ

ンスを頂戴し、ありがとうございました。

「病院施設内におけるサインコミュニ

ケーションデザインの研究」というテー

マで発表いたします。

【スライド-2】

サインデザインとは、トイレのマーク

のように、空間と人間のコミュニケーシ

ョンを円滑にするものです。そして、そ

れは誰にとっても分かりやすいユニバー

サル性の高いものでなければなりませ

ん。一般の公共空間や商業施設であれば、

上の2点が守られていればそれでよいの

ですが、病院においては、患者さんにと

って生活の場であるということで、この

2つに加えて、一般の商業施設以上に安

らぎとか居心地良さが求められるのでは

ないかということで、本研究をするに至

りました。

【スライド-3】

これは兵庫県下にある、リハビリテー

ション専門の、仮にH病院です。この病

院においてサインが非常にわかりづらいというような相談を受けまして、本研究に至

ったのですが、従来のサインは全く見えないですね。2ｍ位離れて撮った写真なのです

けれども、ライトグレーのプレートにライトパープルで数字が書いてあるのですが、
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【スライド-10】

それぞれのゾーンへ行くと、それぞれ

の部屋の前に病室のフラッグが上から吊

してあります。壁に部屋番号を貼るより

も、例えば香港とか台湾の看板のように、

壁に対して垂直、あるいは斜めに張り出

して吊した方が、遠くからでも視認性が

よいのです。そして、5 6 7 という数字を

理解できない患者さんのために、このよ

うにイラストを付しております。

【スライド-11】

青ゾーンなら、青をイメージするよう

な雲とか空とか、雪、ペンギン。これは

先ほどのぬいぐるみの代用とも成りえま

す。赤の場合は、赤を連想するテントウ

ムシやイチゴ等をイラストにしていま

す。長期の入院になりますと、なかなか

自然というものを感じることができませ

んので、季節に応じてイラストを変える。そのようなカスタマイズも可能です。薄い

難燃性の布なので、ちょっとの風でフラッグがなびくため、無機質な病室に、ほんの

ちょっとした安らぎも感じることができるかなと思います。

【スライド-12】

このサインを回復期病棟に1ヶ月間設置しまして、患者さんと家族、見舞客、医療

関係者はお医者さん、看護師さん、訓練師さんにアンケートを行い、視覚・機能的、

心理的、意匠的の 1 8項目で、はい、いいえ、どちらでもない、の３段階で回答を得ま

した。

スライド-10

スライド-11

スライド-12 スライド-13

類です。病院というのは無彩色が多いため、柔らかいトーンの色を使いました。ここ

で D I C と書いていますのは、大日本インキ化学というインクの会社の色番号です。色

盲には3種類ありますが、どの色盲の場合でも見やすい配色になっています。そして

大きな字で、車いすからも見やすい高さに設置しております。

【スライド-7】

まずトイレの表示プレートです。トイレの壁の厚みの部分一面に、上から下まで黄

色のプレートを設置いたしました。

【スライド-8】

誘導表示プレートです。上が従来のものです。新提案サインでは、先ほどのカラー

配色で、このようにほぼ床から天井まで通すような板で、大きく部屋番号が書いてあ

ります。

【スライド-9】

この病棟は、トイレから出て左右に病室があるのですが、とりあえず自分の部屋が

右なのか左にある部屋なのかを覚えてもらうために、赤ゾーンと青ゾーンに分けます。

そして、とりあえず青ゾーンにあなたは行ってください、ということを最初に覚えて

もらうのです。

スライド-6 スライド-7

スライド-8 スライド-9
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【スライド-18】

ただ一番最初のスライド- 1 3 で見ますと、上の視覚・機能的側面の6項目はまあよい

のかなと思いますが、心理的側面になるとちょっと低くなって、意匠的、要するにデ

ザインでは、斬新なデザインだったこともあり、上の二つの側面に比べると、それほ

どには高くなかった。

これらの結果から、意匠的な面については改善を要するけども、機能的、視覚的に

おいては性能の高いシステムを提案できたのではないかと考えております。

【スライド-19】

結語ですけども、デザインの語源はサインです。サインをいくつかの分野に分けた

のがデザインであり、サインは全部のデザイン領域に通じる物であります。しかし多

くの場合、一分野の、グラフィックデザイナーであるとか、建築デザイナーが、ただ

ただスタイリングを追求し、病院などでも、建築中に図面上でサインを考えて、それ

が全く再検証されないで設置され続けられているのが現状です。だから、何年かおき

に再検証し、カスタマイズできるようなシステムが必要なのではないかと思います。

何よりもデザイナーだけでなく、今回の場合なら、医療関係者とか、看護の関係者

など他分野の専門家が横断的に関わってサインという物を考えることが不可欠であろ

うと思います。

質疑応答

座長： 最近私も、東京で有名なあるビルを使わせて頂くことが多いのですが、そこ

へ行くとトイレの場所が全然分からないのです。ずいぶんなれてからやっとあ

そこかと分かった位で、私はいつも、お客さんをお呼びするときは、トイレを

絶対に我慢しないでくださいねと申し上げるほどです。どうも最近の建物はそ

ういうのが多くなった気がするのです。ですから、今、坂田先生のプレゼンを

見せていただいて、病院だけでなくて色々な所で坂田先生がご活躍頂けたらい

いなと思いました。それから高速道路も、過ぎてしまってから気が付くことが

スライド-18 スライド-19

【スライド-13】

左側が従来のサイン、右側が新しいサインで、各々一番左が肯定的な回答で、真ん

中が否定的な解答です。（一番右は「どちらでもない」です。）概ね好評な結果になっ

ていると思います。

【スライド-14】

新しいサインについて、患者さんの評価と、医療従事者の評価。これも概ね好評な

数字となっております。

【スライド-15】

これは男女別です。性差があるのかどうかも調べたかったのでアンケートを取りま

した。性差による見やすいとか見え難いとかという結果は見られませんでした。

【スライド-16】

一番アンケートを取りたかったのが、車椅子の使用者からのサインに対する評価で

す。左が従来で、比べて新提案の方が圧倒的に好評でした。

【スライド-17】

年代別でも取りましたら、これも、1 0 代～、4 0 代～、6 0 代以上の各年代でそんなに

差はなく、まあまあ好評な結果をいただいたと思います。
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スライド-16 スライド-17
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かく字がいっぱい書いてあって、「何階かしら」と思ううちに、エレベーターは

どんどん上がって行ってしまう。だから、本当にこういうデザインが必要です。

昔は床にラインがあって、検査室は赤ですよとかとされていたりしましたが、

全部下を向いて歩いてるわけではない。それは非常に怖いわけです。何でここ

まで考えなかったのかなと思われます。

今日、まさに私にとっては本当にヒットでした。「色盲の方なんかには色はど

うなんでしょうね」と話していた矢先に、「色盲の方はこういう色でいいのだ」

というようなことも、デザインの中で当然あるわけですね。日本でも非常に忘

れられていた分野ではなかったかなと思います。これから是非そういう形で、

デザイナーの方も、建築の方も、病院の色彩やサインをもっと考えていただき

たい。頑張っていただきたいし、私たちも色々と助成していきたいと思います。

有難うございました。

座長： おそらく皆様同じお考えになられたと思いますが、やはり坂田さんにもっと

ご活躍頂きたいということが、このセッションの大きな結論ではないかなと思

います。

会場： 今日は施設のデザインということで、大変興味あるお話をうかがったのです

が、実は薬の飲み方で、使用上の注意でも、例えば国際会議で、ピクトグラム

と言うのでしょうか、それが話題になっているのです。共通するようなことで、

こういう飲み方はいけませんとか、こういうことに気を付けましょうというこ

とがデザインされる。例えば薬の飲み方のしおりというのを患者さんにお渡し

する。その中でも、目に付きやすいデザインで共通化していこうという動きが、

私はもう国際的に始まっているのではないかという気配を感じています。日本

でも、先生のような方が集まって、そういうものを共通化していくような動き

が出てくると、大変嬉しいと思います。是非、座長の先生もおっしゃったよう

に、ご活躍頂きたいと思っております。

坂田： 有難うございます。実は最後にそれを申し上げたいと思っていたのですが、

そういう研究というのは、ヨーロッパやアメリカではやはり進んでいます。と

いうのは多民族国家なんですね。日本で今までそれがあまり進んでこなかった

というのは、やはり国家の民族構成も一端にあるのかなと思います。外国人人

口がどんどん増え、看護師さんも外国人の労働者が多くなってきています。カ

ンボジア生まれの看護師さんと、インド生まれの患者さんが会話をするには、

やはりピクトグラムが有効です。サインというのは言語の障壁をカバーする最

大のツールでありますので、次はそういう研究をやっていきたいと思っており

ます。

座長： 是非ご活躍下さい。それから先ほど開原先生からご指摘頂いたように、この

財団ではこういった新しい、今までこの分野であまり見受けなかったような研

多いですね。おそらく車は高速で動いてるということを知らないでサインを作

っているのではないかなと思うことがありますが、是非ご活躍頂きたいと思い

ます。

会場： 選考委員長の開原です。一番最初に「私は場違いの人間ではないか」とおっ

しゃったのですが、私は全くそうあってはならないと思ったものですから、是

非先生にこういうご研究をなさって頂きたいと思ったので、大変おこがましい

のですけれども、先生に研究助成を差し上げたということなのです。

坂田： ありがとうございます。

会場： それで、その時に分からなかったのは、先生のようにデザイン関係の方で医

療に興味を持っておられる方がたくさんおられるのか、それとも先生がむしろ

例外的なのかということです。私自身も病院の設計のお手伝いをしたことがあ

るのですが、サインデザインは非常に大事なことだと思っています。それにも

かかわらず、あんまりこういう問題が私共の目には触れないのですけれども、

例えばデザインの領域では既にこういうことをやっておられるグループが存在

して、絶えず病院のデザインはどうあるべきかということがディスカッション

されているのかといった、その辺の日本の現状について教えて頂けるとありが

たいのですけれども。

坂田： デザインというのは、ほとんどが商業ベースで動いている分野でございまし

て、あまり病院とか医療とか看護の領域でデザイナーがあれこれするというの

はほとんどないと思います。一般の商業施設の方がやはり人の目につきやすい。

病院というのはそうではないという面もあるかなと思います。

超有名なデザイナーさんにサインを頼んだりというのはありますけれども、

本当にきちんと研究をし、検証し、数字を取って、それから後々、入院患者さ

んに合わせてカスタマイズできるようなことまで考えている人は、多くはおら

れないのではないかなと思います。

会場： 私は昨日、都内のある有名な大学病院の看護学部に行く用があったのですけ

れども、毎回新しく新築されて、行き方がいつも分からないのです。目も、歩

くことも、何も具合が悪くない健常者の私に、助手がわざわざ守衛室の所まで

来て、私を連れて行く。その連れて行かれる中でも、滅茶苦茶で本当に分から

ないのです。昨日私は言ったばっかりなのです。新しい病院を作ってあるにも

かかわらず、どこ行ってもドアがグリーンである、と。そのグリーンを変える

のは大変でしょうが、せめてカラーリングをどこかにしておけば、「先生、ここ

から次に紫色のドアの所を入ってください」と言える。そして 1 0 階まである中

の、左側の所に、看護はピンク色に塗ってあるとかすれば、ピンク色を 1 0 階ま

でのエレベーターでぱっと見て、「あ、ここなんだな」とすぐに分かるのに、細
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究で、非常に重要だと思われるものに光を当てたいという気持ちが、開原先生

はじめ我々は強いですから、どうぞこれからも応募されて、またお仲間にも是

非応募されるようにお伝え下さい。
奈良女子大学保健管理センター 教授　

高橋　裕子

インターネットを用いた未成年禁煙化プロジェクト
の有効性の評価

スライド-1

スライド-2

スライド-3 スライド-4




